
意見 対応状況等

【各病院共通】
・新型コロナウイルス感染症の対応として発熱外来を開設し、個人防護具など感染対策に
必要な診療材料費の増加や、感染症対応のためのプレハブ設置経費など、必要な経費は補
助金で補填されるものの、費用が増加している。

【南会津病院】
・新型コロナウイルスについて、令和５年４月、５月は患者が少数であったが、６月以降
患者数が増加し、８月末までに入院延べ472人（前年度同時期比△331人）、発熱外来延べ
2,026人（同+112人）となった。今後も感染状況を見極めながら診療体制等を検討してい
く。

【宮下病院】
・新型コロナウイルスワクチン接種対応を行うことにより、外来収益が増加。
【ふくしま医療センターこころの杜】
・入院に際しての保護室（個室）での経過観察期間の設定や陰性確認の後の受入などの制
限、外出控えによる外来通院間隔の延びなどにより、患者数の減少がみられた。

【ふたば医療センター附属病院】
・複数の職員が同時に新型コロナウイルス感染症に感染したこともあり、職員の負担が増
えた時期はあったが、各種指標に大きな影響はなかった。

【ふたば復興診療所】
・新型コロナウイルス感染症が５類へ移行した後も高齢者が多く通院するため、引き続き
感染症対策が必要なことから、必要な費用は発生することが見込まれる。

【南会津病院】
・令和５年４～６月にかけて福島県立医大の各講座を訪問し、広大な南会津地域特有の事
情や地元の声を伝え、医師派遣の確保について強く要望した。

【宮下病院】
・令和５年度より常勤医が１名増加し、５名体制となったが、整形外科、皮膚科、精神科
等や宿日直対応については、他病院からの診療応援により対応している。
・宿日直体制の維持にあたっては、民間事業者の活用のほか、当院が個別で会津医療セン
ター等との調整を行っている。

（以下参考）
【ふくしま医療センターこころの杜】
・医師の募集についてはホームページへの募集案内の掲載を継続しているとともに、院長
等が直接面談する等により募集に当たっている。

【ふたば医療センター附属病院】
・現状の常勤医数を維持するとともに、県立医科大学等との連携を図りながら、引き続
き、双葉地域における医療を守っていく。

【ふたば復興診療所】
・各町村とのヒアリングを実施し、民間の訪問看護事業所での対応が難しい地域や患者へ
の一般・精神の訪問看護の実施に向けて検討を進めた。

　医師の確保に向けて、タ
スクシフトや医師の負担軽
減についても検討していた
だきたい。

【南会津病院】
・医師事務作業補助者を配置し、特定行為研修を修了した看護師による医療行為の実践の
ための協議を行っている。
【ふたば医療センター附属病院】
・医師事務作業補助者や特定行為研修を修了した看護師の配置を行っている。

令和４年度県立病院事業経営評価委員会からの意見への対応状況

　精神科救急の相談窓口の
一体化など、障がい福祉課
などの関係課と連携し、さ
らに対応できることがない
か検討していただきたい。

【ふくしま医療センターこころの杜】
・障がい福祉課との連携については、「福島県精神科救急情報センター業務」を受託し、
平日夜間、休日において精神疾患にかかる電話相談、受診先病院との情報交換等を行って
いる。
　今後とも、障がい福祉課と連携し、需要の把握に努め、必要な施策を検討していく。

（以下参考）
【南会津病院】
・認知症疾患医療センターの指定を受けていることから、引き続きその機能を果たしてい
く。

　各病院の病院機能に関す
る指標あるいは経営指標に
ついて、新型コロナウイル
ス感染症の影響の詳細を検
証し、引き続き対応いただ
きたい。

　過疎・中山間地域の医療
体制を充実し、住んでいる
者の医療を守るという使命
を果たしていただきたい。
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